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路傍の花　「仏の座」
（老竹地区）

　12 月 15 日（金），轟地区グラウンドにおいて，

鹿児島実業高等学校吹奏楽部による演奏会が開催

され，会場に訪れた多くの方々は，二渡地区「星

のさんぽ道」の色鮮やかな電飾と美しい音色が織

りなす幻想的な雰囲気を堪能されていました。

『 光と音楽が織り成す
ハーモニー 』
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
30

年
の
新
春
を
清
々
し
く
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
に
対
す
る
暖
か
い

ご
理
解
と
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

元
日
の
朝
は
、
陣
ノ
岡
公
園
で
轟
小
学

校
と
幸
田
小
学
校
の
児
童
と
そ
の
関
係
者

の
皆
様
で
実
施
さ
れ
ま
す
「
元
旦
初
日
の
出

拝
賀
式
」
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
参
加
者
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
見

事
に
く
っ
き
り
と
初
日
の
出
を
拝
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
願
い
事
を
さ

れ
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
元

気
よ
く
挙
行
で
き
た
こ
と
で
、
今
年
は
参
加

者
の
願
い
の
多
く
が
叶
う
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
４
月
に
町
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
８
カ
月
、
町
民
の
皆
様
に

訴
え
て
お
り
ま
し
た
公
約
を
中
心
に
町
政

発
展
の
た
め
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
分
野
で
私
の
指
導

力
不
足
も
あ
り
、
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
事
態
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
僭
越
な
が
ら
短
期
的
な

事
案
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
皆
様
の
ご
理
解

も
い
た
だ
き
、
あ
る
程
度
の
公
約
は
実
現
で

き
た
も
の
と
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
や
議
員

各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
に
想
定
さ
れ
ま
す
諸
問
題
を
着

実
に
乗
り
越
え
な
が
ら
、
発
展
的
な
町
政
に

向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

意
見
・
ご
提
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
明
る
い
出
来
事
が
多

数
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
鹿
児

島
県
の
２
０
１
７
十
大
ニ
ュ
ー
ス
の
筆
頭

に
、
日
本
一
に
な
っ
た
鹿
児
島
黒
牛
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
本
町
の
出
品
牛
が
唯
一
写
真
入

り
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
関
係
者
の

た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
成
果
で
あ
り
、
本
町
の

誇
り
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の

町
政
発
展
や
畜
産
振
興
に
繋
げ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
み
そ
か
の
新
聞
に
「
栗
野
岳
一

帯
の
観
光
整
備
」
が
特
集
で
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、
栗
野
岳
一
帯
の

観
光
資
源
を
九
州
有
数
の
草
原
が
あ
る
沢

原
高
原
ま
で
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
観
光

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
農
林
業
・
商
工
業

に
も
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
今
後
３
年
間
の
計
画
で
、
交
流
人

口
の
増
加
対
策
と
し
て
、
国
県
の
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
行
く
予
定

で
あ
り
、
完
成
の
暁
に
は
本
町
に
明
る
い
展

望
が
訪
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
目
を

迎
え
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
放
送
が
、
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
鹿

児
島
県
が
大
き
く
飛
躍
す
る
年
と
な
る
よ

う
期
待
を
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
機
会
を
活

用
し
、
本
町
の
誇
れ
る
自
然
や
温
泉
そ
し
て

観
光
名
所
な
ど
を
広
く
情
報
発
信
し
な
が

ら
湧
水
町
の
活
性
化
を
目
指
し
て
全
力
を

傾
注
し
て
い
く
と
と
も
に
、
重
要
課
題
で
あ

る
福
祉
や
教
育
な
ど
の
更
な
る
充
実
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

色
々
と
今
年
の
抱
負
を
申
し
述
べ
ま
し

た
が
、
今
後
に
お
い
て
は
財
政
状
況
が
一
段

と
厳
し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
試
練
も

待
ち
構
え
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
ま
す
が
、

「
選
択
と
集
中
の
町
政
」
を
徐
々
に
加
速
さ

せ
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
が
住
ん
で
良
か
っ

た
、
住
み
続
け
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
職
員
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
な
お

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
明
る
く
希
望
の
持
て
る
年
と
な
り
ま
す

と
共
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
を
目
指
し
て

湧
水
町
長
　
池
上 

　
滝
一
　   　



3 　広報 ゆうすい  Vol. 154　2018.1　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
三
十
年
を
新

た
な
気
持
ち
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に

満
ち
た
明
る
い
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
湧
水
町
議
会
は
、
昨
年
四
月
の

選
挙
に
よ
り
議
員
の
半
数
に
当
た
る
六
名

が
改
選
と
な
り
、
新
し
い
構
成
で
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
結
果
は
、
満
足
頂
け
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
間
、

賜
り
ま
し
た
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
新
し
い
年
、
平
成
三
十
年

は
、
先
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
予
算
案

で
は
、
子
育
て
支
援
等
の
充
実
が
図
ら
れ

る
も
の
の
、
超
高
齢
社
会
へ
向
か
う
時
代

的
推
移
か
ら
医
療
と
福
祉
、
年
金
な
ど
の

社
会
保
障
費
の
拡
大
は
止
ま
ず
、
そ
の
在

り
方
は
予
測
の
つ
か
な
い
状
況
に
あ
り
、

我
々
地
方
自
治
体
や
町
民
負
担
の
増
加
な

ど
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
面
で
も
、
今
後
環
太
平

洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
な
ど
幾
つ
か
の

経
済
連
携
協
定
が
発
効
す
る
こ
と
で
、
農

業
な
ど
現
場
が
抱
え
る
不
安
は
現
実
の
も

の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
に

は
、
国
と
一
体
と
な
っ
た
不
安
解
消
の
具

体
的
施
策
の
実
施
な
ど
厳
し
い
対
応
が
求

め
ら
れ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
厳
し
い
財
政
や
経
済
状
況
の

影
響
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
最

小
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
さ
え
も
維
持
で
き

な
い
困
難
な
現
実
が
あ
っ
て
も
、
私
た
ち

の
「
ふ
る
さ
と
湧
水
」
は
、
そ
こ
に
住
む

人
々
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
大
切
な

暮
し
の
場
所
で
あ
り
、
ど
こ
よ
り
も
い
い

町
に
し
た
い
、
ど
こ
よ
り
も
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
場
所
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
身
近
な
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た

重
要
な
責
務
を
果
た
す
た
め
、
議
会
は
、

住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏
ま

え
、
行
政
と
一
体
と
な
り
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
実
施
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
は
、
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
言
わ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お

い
て
、
我
が
湧
水
町
の
前
田
格
男
さ
ん
の

出
品
牛
が
第
６
区
高
等
登
録
群
優
等
賞
一

席
に
輝
き
、
見
事
農
林
水
産
大
臣
賞
を
獲

得
し
、
県
の
総
合
優
勝
に
も
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
湧
水
町
の
畜

産
農
業
の
名
声
を
全
国
に
大
き
く
高
め
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
は
、
湧
水
町
民
の
誇
り

で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
町
民
の
方
々
の

地
道
で
熱
心
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
町
づ

く
り
の
大
き
な
力
と
な
り
、
活
性
化
の
源

と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
議
会
も
、「
住
民
と
と
も
に
あ

る
開
か
れ
た
議
会
」
の
立
場
か
ら
、
町
民

の
皆
様
の
活
性
化
の
動
き
を
的
確
に
捉

え
、
そ
の
思
い
を
汲
み
上
げ
な
が
ら
、
湧

水
町
の
町
づ
く
り
基
本
計
画
に
沿
い
、
農

林
業
や
商
工
観
光
の
振
興
、
心
の
通
う
福

祉
の
町
づ
く
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備
充
実
、
災
害
の
な

い
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
な
ど
の
諸
施
策

に
生
か
し
、
皆
様
と
共
に
元
気
で
心
豊
か

な
町
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
た
め
に
、
最

善
の
努
力
を
払
っ
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま

す
。
な
に
と
ぞ
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

元
気
で
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

湧
水
町
議
会
議
長
　
森
山
　
マ
ス
ミ
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１
月
４
日
（
木
）
に
栗
野
中
央
公
民

館
で
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
94
人
の
新

成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員

会
（
委
員
長
：
鮫
島
愛
菜
さ
ん
（
北
方

地
区
））
が
中
心
と
な
り
、
昨
年
10
月
に

実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
新
成
人
自

ら
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し
よ
う
と
、

何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。

成
人
式
で
は
、
は
じ
め
に
式
典
が
行

わ
れ
、
新
成
人
か
ら
町
へ
記
念
品
（
図

書
購
入
費
）
の
贈
呈
が
あ
り
、
町
民
憲

章
を
新
成
人
全
員
で
宣
誓
し
ま
し
た
。　

次
に
新
成
人
の
思
い
出
を
振
り
返
る

映
像
の
上
映
で
は
、
懐
か
し
い
場
面
の

登
場
に
笑
い
が
出
る
な
ど
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ
は
、
村
川
麻
友

さ
ん
（
下
川
西
地
区
）
が
は
た
ち
の
決
意

を
述
べ
ら
れ
、
青
年
団
長
や
、
小
・
中
学

校
時
代
の
恩
師
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
感
謝
と
希
望
を
胸
に
大
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
は
友
人
や
恩
師
と
の

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
改
め
て
こ

れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
・
家
族
へ

の
感
謝
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

平成 30 年湧水町成人式
新成人，感謝と希望を胸に大人としての第一歩

20th
Anniversary

   新・成 人



5 　広報 ゆうすい  Vol. 154　2018.1　

　

現
在
、
湧
水
町
消
防
団
は
花
堂

伸
一
消
防
団
長
以
下
15
分
団
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
火

災
や
災
害
時
の
出
動
に
備
え
、
日

頃
か
ら
規
律
訓
練
・
操
法
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
７
日（
日
）に
は
、
多
く
の

来
賓
を
迎
え
て
、
湧
水
町
消
防
出

初
式
を
栗
野
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
堂
々
と
し
た
分
列

行
進
が
あ
り
、
式
典
で
は
功
労
者

表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
春
の
褒
章　

藍
綬
褒
章

　
　

花
堂　

伸
一
（
本
部
）

消
防
庁
長
官
表
彰
及
び

県
消
防
協
会
退
職
感
謝
状
授
与

銀
盃
・
退
職
感
謝
状

元
湧
水
町
消
防
団

　
　

礒
貝　

文
夫

　
　

鈴
木　

健
二

　
　

上
野　

英
規

　
　

岩
元　

眞
二

　
　

岩
重
健
一
郎

　
　

𠩤
園　

裕
二

　
　

大
平　

稔

　
　

仲
谷　

嘉
人

　
　

渕
上　

敏
子

　
　

恒
岡　

真
一

　
　

酒
瀬
川
幸
一

　
　

森
山　

浩
二

県
消
防
協
会

姶
良
伊
佐
支
部
長
表
彰

　
　

宮
田　

崇
之
（
般
若
寺
）

　
　

山
下　

幸
治
（
吉
松
中
央
）

　
　

𠮷
森　

博
史
（
米
永
）

　
　

荒
田　

康
弘
（
轟
）

　
　

赤
坂　

和
重
（
吉
松
中
央
）

町
長
表
彰

40
年
勤
続
章

　
　

郷
原
喜
真
男
（
吉
松
中
央
）

35
年
勤
続
章

　
　

山
﨑　

利
夫
（
般
若
寺
）

30
年
勤
続
章

　
　

古
市　

幸
二
（
老
竹
）

20
年
勤
続
章

　
　

瀧
山　

直
人
（
長
谷
）

　
　

重
信　

和
郎
（
栗
野
中
央
）

　
　

中
村　

敏
彦
（
轟
）

　
　

辻　
　

陽
一
（
上
場
）

15
年
勤
続
章

　
　

宮
田　

崇
之
（
般
若
寺
）

　
　

山
下　

幸
治
（
吉
松
中
央
）

　
　

𠮷
森　

博
史
（
米
永
）

　
　

荒
田　

康
弘
（
轟
）

　
　

赤
坂　

和
重
（
吉
松
中
央
）

10
年
勤
続
章

　
　

白
川　

ヒ
ト
ミ
（
本
部
）

　
　

福
島　

裕
子
（
本
部
）

　
　

川
俣　

則
子
（
本
部
）

　
　

尾
方　

謙
一
（
栗
野
中
央
）

　
　

中
水
流
幸
男
（
轟
）

　
　

黒
江　

福
男
（
轟
）

　
　

山
元　

広
士
（
幸
田
）

　
　

新
屋　

隆
志
（
米
永
）

　
　

亀
澤　

勇
樹
（
長
谷
）

　
　

上
原　

政
智
（
吉
松
中
央
）

５
年
勤
続
章

　
　

竹
野　

功　

（
上
場
）

　
　

川
﨑　

誠　

（
米
永
）

　
　

山
内　

義
浩
（
轟
）

　
　

寄
田　

利
昭
（
中
津
川
）

　
　

小
島　

正
士
（
中
津
川
）

　
　

村
岡　

良
文
（
中
津
川
）

　
　

三
尾
野　

翔
（
中
津
川
）

　
　

中
尾　

真
吾
（
吉
松
中
央
）

　
　

山
下　

崇　

（
栗
野
中
央
）

　
　

池
上　

友
大
（
栗
野
中
央
）

　
　

田
畑　

伸
一
（
北
方
）

　
　

御
所　

光
洋
（
北
方
）

　
　

山
田　

成
人
（
北
方
）

　
　

田　
　

克
也
（
轟
）

　
　

橋　
　

和
弘
（
轟
）

　
　

下
村　

雄
二
（
幸
田
）

　
　

竹
下　

力
哉
（
幸
田
）

　
　

西　
　

陽
介
（
幸
田
）

　
　

瀧
山　

伸
一
（
上
場
）

　
　

原
口　

祐
介
（
上
場
）

　
　

古
市　

純
平
（
老
竹
）

　
　

相
𠩤　

孝
順
（
般
若
寺
）

　
　

神
田　

寿　

（
米
永
）

一
般
感
謝
状

15
年
勤
続
者
の
家
族

　
　

宮
田　

つ
や
子

　
　

山
下　

ま
ち
子

　
　

𠮷
森　

惠
子

　
　

荒
田　

優
子

　
　

赤
坂　

滉
将

町
消
防
団
後
援
会
長
表
彰

　
　

浜
田　

勝
樹
（
幸
田
）

　
　

吉
村　

慎
一
（
川
添
）

　
　

宮
田　

崇
之
（
般
若
寺
）

団
長
表
彰

　
　

吉
村　

慎
一
（
川
添
）

　
　

前
畑　

良
一
（
幸
田
）

　
　

南　

竜
一
郎
（
中
津
川
）

　
　

藤
垣　

義
信
（
米
永
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

　
　

瀧
山　

直
人
（
長
谷
）

　
　

重
信　

和
郎
（
栗
野
中
央
）

　
　

桑
原　

利
浩
（
川
添
）

　
　

中
村　

敏
彦
（
轟
）

　
　

辻　
　

陽
一
（
上
場
）

精
績
章

　
　

宮
田　

崇
之
（
般
若
寺
）

　
　

山
下　

幸
治
（
吉
松
中
央
）

　
　

𠮷
森　

博
史
（
米
永
）

　
　

西
田　

太
一
（
鶴
丸
）

　
　

丸
山　

直
幸
（
吉
松
中
央
）

　
　

荒
田　

康
弘
（
轟
）

　
　

赤
坂　

和
重
（
吉
松
中
央
）

県
知
事
表
彰

40
年
勤
続
章

　
　

前
田　

康
行
（
般
若
寺
）

10
年
勤
続
章

　
　

永
井　

真
一
（
中
津
川
）

　
　

白
川　

ヒ
ト
ミ
（
本
部
）

　
　

新
屋　

隆
志
（
米
永
）

　
　

中
島　

広
雅
（
吉
松
中
央
）

　
　

時
吉　

悠
樹
（
中
津
川
）

　
　

福
島　

裕
子
（
本
部
）

　
　

川
俣　

則
子
（
本
部
）

　
　

尾
方　

謙
一
（
栗
野
中
央
）

　
　

中
水
流
幸
男
（
轟
）

　
　

黒
江　

福
男
（
轟
）

　
　

山
元　

広
士
（
幸
田
）

　
　

亀
澤　

勇
樹
（
長
谷
）

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
！

  
平
成
30
年
消
防
出
初
式
表
彰
者 

  

（
敬
称
略
）
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このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

12
15

12
9夜空に響いたきれいな音色 吉松屋台村　大盛況！

12
月
2
日
（
土
）
か
ら
1
月
7
日
（
日
）

ま
で
、
湧
水
町
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
二
渡
自
治
会
﹁
星
の
さ
ん
ぽ
道
﹂
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

﹁
星
の
さ
ん
ぽ
道
﹂
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
今
回
で
21
回
を
数
え
、
地
区
住
民
に
よ
り

自
宅
や
周
辺
施
設
に
約
13
万
球
の
色
と
り
ど

り
の
電
球
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
15
日
（
金
）
に
は
、
轟
地
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
を

訪
れ
た
多
く
の
方
々
は
、
色
鮮
や
か
な
電
飾

と
美
し
い
音
色
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
雰
囲

気
の
中
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

冬
の
風
物
詩
で
あ
る
第
８
回
湧
水
町
駅

前
屋
台
村
が
吉
松
駅
の
Ｓ
Ｌ
会
館
前
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
方
々
は
、
町
内
の
出
店
者
が
作

り
だ
す
屋
台
村
の
雰
囲
気
や
魅
力
を
感
じ

な
が
ら
思
い
思
い
に
好
き
な
料
理
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
寒
い
中
で
の
屋
台
村
で
し
た

が
、
鹿
児
島
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ゴ
ス

ペ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
﹁
ラ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
﹂
の

素
晴
ら
し
い
歌
声
と
、﹁
勝
栗
太
鼓
﹂
に
よ

る
勇
壮
な
演
奏
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

11
月
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
西
ツ

ル
さ
ん（
グ
リ
ー
ン
光
芳
）を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

西
さ
ん
は
大
正
６
年
11
月
25
日
に
旧
栗
野
町（
長

谷
地
区
）
に
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
３
年
生
の
時
に
父
親
を
亡
く
し
て
か
ら

は
、
学
校
を
休
ん
で
兄
弟
の
面
倒
や
畑
仕
事
を
手

伝
っ
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
さ
ん
か
ら
見
た
西
さ
ん
は
、
い
つ
も
穏

や
か
で
と
て
も
優
し
い
、
芯
の
強
い
お
母
様
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
さ
ら
に
長
寿

を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

11
月
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
中

神
ツ
ル
エ
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

中
神
さ
ん
は
大
正
６
年
11
月
23
日
に
旧
栗
野

町
（
稲
葉
崎
地
区
）
に
生
ま
れ
、
昭
和
15
年
に

ご
結
婚
し
、５
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

長
生
き
の
秘
訣
は
﹁
し
っ
か
り
と
食
事
を
す

る
こ
と
。
寝
る
前
に
少
し
の
お
酒
を
飲
む
こ

と
﹂と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、

さ
ら
に
長
寿
を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

お茶の入れ方教室を開催！
お茶で風邪を予防しよう！

今
年
も
町
内
小
学
校
で
お
茶
入
れ
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

轟
小
４
・
５
年
生
並
び
に
栗
野
小
５
年
生
の

子
ど
も
た
ち
が
、
茶
業
振
興
会
の
方
々
よ
り
緑

茶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
紅
茶
が
同
じ
煎
茶
か
ら
で

き
て
い
る
こ
と
や
、
お
茶
の
産
地
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
実
際
に
お
茶
入
れ
を

体
験
し
、
美
味
し
い
お
茶
を
飲
む
た
め
の
適
切

な
入
れ
方
を
教
わ
り
、
普
段
何
気
な
く
入
れ
て

飲
ん
で
い
る
お
茶
と
の
違
い
を
味
わ
い
な
が
ら

楽
し
く
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

11
25

11
23長寿を祝う　祝100歳

西　ツルさん
長寿を祝う　祝100歳
中神　ツルエさん

▲轟小学校

▼栗野小学校

11
27

12
５～
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11 月 3日（金）から 4日（土）の２日間にかけて湧水町高原フェスタが開催され，私
たち地域おこし協力隊も自分たちの顔を覚えてもらい，私たちの活動について知っていた
だくため，『湧水食堂』という店名でチェンソーアート会場に屋台を出店しました。私は
スパゲッティを，佐々木隊員はインドカレーといった具合にそれぞれの得意分野を生かし
たメニューを作り販売しました。
『湧水食堂』は大好評で，スパゲッティもインドカレーも完売することができました。
『湧水食堂』を通して感じたことは，お客様からの注文が続いたときは提供が遅くなっ
てしまうことが多かっため，次回の出店の際はこの反省が生かせるように頑張りたいと思
います。また今後も，イベントなどに出店をしていきたいと思いますので，その際は皆さ
んも是非お越しください。最後になりますが，挑戦を始めた自然養鶏では，始め小さかっ
たひよこがだいぶ大きくなってきました。鶏から卵が産まれる日がだんだんと近づいてき
ているのではないかと感じます。ゆで卵を沢山作って食べれる日を心待ちにして頑張って
いきたいと思います。

ＪＡ鹿児島経済連・ＭＢＣ南日本放送主催『2017 カレーフェスタｉｎＫＡＧＯＳＨ
ＩＭＡ』～おいどんカレーレシピコンテスト～が開催され，湧水町地域おこし協力隊の
福重隊員が数ある応募の中から見事「アイデア賞」を受賞されました。福重隊員に今回
の受賞について感想を伺ったところ，『出品料理に湧水茶を使用したご飯を取り入れた
のですが，自分が思い描く色のご飯を初め炊くことができず
苦労しました。試行錯誤を重ねた結果，お茶の持つ鮮やかな
色を引き出すことに成功しました。また，どうしても表現を
したかった鹿児
島のシンボル “ 桜
島 ” の 噴 煙 を，
泡
あわじょうゆ
醤油で表現でき

たことが評価につ
ながったと思いま
す。』と話してく
ださいました。

地域おこし協力隊ブログ『ゆうすいブログ』で検索。URL：https://www.地域おこし.com/

地域おこし協力隊活動報告

▲湧水茶を使用して炊いたご飯 ▲アイデア賞を受賞した作品

隊員の福重智寛
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湧水汽車会（わくわくぽっぽかい）は，現在１０名の会員で活動を行っております。
湧水町の魅力を県内外へ情報発信するため，湧水町に訪れる方々へのガイドや観光協会と連携し，観
光ツアーの企画等を行っております。観光客に分かりやすく，懇切丁寧な観光案内を心がけ，大勢の観
光客が訪れてくれることを楽しみに活動しております。

湧水汽車会（わくわくぽっぽかい）

【申込み・問合せ先】　霧島山麓湧水町観光協会（栗野駅舎内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ：７４- ５６９０

会員募集中
　観光ボランティアガイド「湧水汽車会」の新規会員を募
集しております。湧水町の魅力（自然，歴史，観光名所
等）を会員みんなで学習し，湧水町のPRをしませんか。　
　お気軽にお問い合わせください。
【対象者】湧水町在住の方。年齢・性別は問いません。
【活動内容】観光案内・観光名所等の学習会や親睦会など
※現在，丸池湧水や松尾城・吉松駅の歴史，栗野岳・竹中
　池・幸田の棚田等のガイドに取組んでいます。

湧水町三百選ツアーの一つであり，日本名水百選にも
選ばれている「丸池湧水」の案内を行っている様子です。
このほかにも，日本棚田百選に選ばれている「幸田の
棚田」や日本疏水百選の「筒羽野の疏水」（竹中池周辺）
などの観光地の案内も行っています。

吉松駅隣のＳＬ会館に展示されているＳＬ蒸気機関車
Ｃ５５５２等の説明や鉄道の歴史案内をしている様子で
す。
ＳＬを見学したり，汽笛を鳴らすなど他のところでは
味わうことのできないガイドを行っています。大人や子
供に関係なく人気のある観光地です。

勝栗神社は「島津義弘公」のゆかりの地であり，歴史
ある神社として多くの観光客が訪れます。
「島津義弘公」の歴史等を詳しく案内しています。
このように一人一人が専門的な知識を持っており，訪
れる観光客に喜んで頂ける案内をしています。
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平
成
29
年
度 

姶
良
・
伊
佐
地
域
植
樹
祭

御
楼
門
復
元
へ
本
町
よ
り
ケ
ヤ
キ
贈
呈

島津義弘公にゆかりのある本町は，島津家の居住だった鶴丸城（鹿児島市）の御楼門建
設に向けて木場屋敷段地内の町有林のケヤキ 15 本を，官民でつくる鶴丸城御楼門建設協
議会（会長　三反園　訓）へ無償譲渡するため，贈呈式及び伐採式を 12 月 4 日（月）に
執り行いました。

贈呈式では協議会の藤安委員に目録を贈呈し，感謝状が同協議会より送られました。
その後，ケヤキ林へ場所を移し伐採式が行われました。
伐採式では神事や代表者 12 名による鋸入れが順次行われました。鶴丸城御楼門につい

ては今後の鹿児島の歴史及び観光のシンボルになることを目指し，平成 32 年 3 月の完成
を予定しております。

　12月2日（土）に平成29年度姶良・伊佐地域植樹祭が開催されました。
　式典では，林業振興に寄与した本町の個人や団体が表彰を受けました。

【森林・林業・木材産業功労者】
　亀澤　林　（長谷地区）
　（※写真　右）

【林業技術競技会】
「恵み豊かな森林づくりの部」
　優秀賞　石原　良治　（上川西地区）

【鹿児島県学校環境縁化・学校林等活動コンクール】
「学校環境緑化部門」
　優秀賞　幸田小学校

【鹿児島県知事表彰】　　　　　
　長谷緑の少年団　
　　　　　　
【林業普及事業等推進功労者】
　橋元　繋美　（長谷地区）　  （敬称略）

▲鋸入れ風景▲ケヤキの年輪

▲目録を贈呈 ▲伐採式の会場の様子



　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
15
・
16
日

　
　
　
　
　

場
所
：
県
総
合
体
育
館

▼
団
体
の
部

　

優　

勝　

樟
南
高
校

　
　

有
田　

澄　
（
１
年
）　

出
身
：
吉
松
中

　

第
４
位　

錦
江
湾
高
校

　
　

久
美
田
詩
織（
２
年
）　

出
身
：
栗
野
中

　
　

久
美
田
聖
菜（
１
年
）　

出
身
：
栗
野
中

▼
個
人
の
部

　

ベ
ス
ト
４　

伊
集
院
高
校

　
　

大
田　

一
徹（
２
年
）　

出
身
：
栗
野
中

　

ベ
ス
ト
８　

鹿
児
島
中
央
高
校

　
　

二
渡　

雅　
（
１
年
）　

出
身
：
吉
松
中

※
２
月
10
日
〜
11
日
に
か
け
て
福
岡
県

北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に

５
名
の
選
手
が
県
代
表
と
し
て
出
場
。

　
ま
た
、有
田
澄
さ
ん
は
、３
月
27
日
〜

28
日
に
か
け
て
愛
知
県
春
日
井
市
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
３
日

　
　
　
　
　

場
所
：姶
良
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
中
学
男
子
の
部

　

第
３
位　

吉
松
中
学
校

　
　
　
　
　

有
田　

こ
こ
ろ

　
　
　
　
　

宮
田　

琉
之
介

　
　
　
　
　

二
渡　

舞
琴

　
　
　
　
　

森
山　

雄
大

　
　
　
　
　

高
橋　

大
作

　
　
　
　
　

期
日
：
10
月
22
日

　
　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県
菊
池
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
個
人
形

　

第
３
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
個
人
組
手

　

ベ
ス
ト
８　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
5
日

　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

【
組
手
の
部
】

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
団
体

　

第
１
位　

聖
武
館
湯
之
尾

　
　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　

池
田　

圭
孝（
栗
野
小
３
年
）

▼
小
学
４
〜
６
年
女
子
団
体

　

第
１
位　

聖
武
館
湯
之
尾

　
　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
12
日

　
　
　
　
　

場
所
：
日
南
市

▼
小
学
４
年
男
子
個
人
組
手

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
3
日

　
　
　
　
　

場
所
：
宮
崎
市

▼
小
学
４
年
男
子
個
人
組
手

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
3
日

　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
個
人
組
手

　

第
２
位　

池
田　

圭
孝（
栗
野
小
３
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
10
日

　
　
　
　
　

場
所
：
水
俣
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
個
人
形

　

第
２
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
個
人
組
手

　

第
３
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
23
日

　
　
　
　
　

場
所
：
薩
摩
川
内
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
個
人
組
手

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　

ベ
ス
ト
８　

池
田　

圭
孝（
栗
野
小
３
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
女
子
個
人
組
手

　

第
１
位　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
４
年
）

第
62
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

新
人
剣
道
競
技
大
会

第
15
回
荒
木
信
悟
杯
空
手
道

選
手
権
大
会

第
37
回
小
林
流
空
手
道

錬
成
大
会

第
28
回
水
俣
市
会
長
杯

少
年
少
女
空
手
道
大
会

第
14
回
薩
州
杯
空
手
道

錬
成
大
会

第
19
回
南
日
本
少
年

空
手
道
大
会

第
17
回
九
州
黒
潮
少
年
少
女

空
手
道
大
会

第
51
回
鹿
児
島
県
空
手
道

選
手
権
大
会
（
団
体
戦
）

第
50
回
義
弘
公
奉
賛

剣
道
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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第
17
回
吉
松
つ
つ
は
の
杯

中
学
校
野
球
大
会

主
催
：
吉
松
中
学
校
野
球
部

12
月
２
・
３
日
に
町
内
外
各
施
設

で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
16
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

第
14
回
湧
水
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

主
催
：
湧
水
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会

12
月
３
日
に
小
学
生
大
会
、
12
月

10
日
に
中
学
生
大
会
が
町
内
各
施
設

で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
70
チ
ー
ム

（
小
学
36
チ
ー
ム
・
中
学
34
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

第
33
回
幸
田
旗
剣
道
大
会

主
催
：
幸
田
小
剣
道

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

12
月
17
日
に
幸
田
小
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
10
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦

と
小
学
生
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

約
61
名
の
少
年
剣
士
に
よ
る
個
人
戦

が
あ
り
、
多
く
の
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
団
体
戦
（
※
町
内
の
み
、
選
手
名
掲
載
）

優　

勝　

横
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

薩
摩
剣
志
館

第
３
位　

大
口
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

栗
野
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

先
鋒　

福
永　

椿　
　
（
５
年
）

　

次
鋒　

松
下　

玲
矢　
（
４
年
）

　

中
堅　

宮
園
真
唯
子　
（
５
年
）

　

副
将　

喜
多
田
宗
二
郎（
４
年
）

　

大
将　

内
村　

伊
織　
（
６
年
）

▼
個
人
戦
（
※
町
内
の
み
、
選
手
名
掲
載
）

◇
１
年
男
子
の
部

準
優
勝　

柿
木　

陽
向　
（
吉
松
剣
道
）

第
３
位　

野
中　

悠
聖　
（
吉
松
剣
道
）

◇
１
・
２
年
女
子
の
部

第
３
位　

内
村　

緒
美　
（
栗
野
剣
道
）

◇
３
・
４
年
男
子
の
部

準
優
勝　

喜
多
田
宗
二
郎（
栗
野
剣
道
）

◇
３
年
女
子
の
部

優　

勝　

有
田　

つ
く
し（
吉
松
剣
道
）

第
３
位　

宮
園　

留
梨
子（
栗
野
剣
道
）

◇
４
年
女
子
の
部

第
３
位　

二
渡　

紀
香　
（
吉
松
剣
道
）

◇
５
・
６
年
女
子
の
部

優　

勝　

高
橋　

真
歩　
（
吉
松
剣
道
）

準
優
勝　

宮
園
真
唯
子　
（
栗
野
剣
道
）

第
３
位　

福
永　

椿　
　
（
栗
野
剣
道
）

◇
６
年
男
子
の
部

第
３
位　

田
中　

陽
翔　
（
幸
田
剣
道
）

町内のスポーツ少年団等が主催するスポーツ大会が開催されました。

約が
あ
り
、
多
く
の
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼

町内のスポーツ少年団等が主催するスポーツ大会が開催されました。町内のスポーツ少年団等が主催するスポーツ大会が開催されました。湧水で熱戦
！

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　
広
報
12
月
号
の
12
ぺ
ー
ジ
「
ゆ
う
す

い
の
ス
ポ
ー
ツ
」
の
欄
の
、
第
51
回
鹿

児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
団
体
戦
結

果
の
選
手
名
・
参
加
種
目
で
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
、
再
掲
載
い
た

し
ま
す
。



11 　広報 ゆうすい  Vol. 154　2018.1　

○
人
権
の
花
運
動

　
「
閉
会
式
が
人
権
運
動
の
は
じ
ま
り
」

　
〜
幸
田
小
学
校
〜

　

平
成
29
年
５
月
に
湧
水
町
な
ら
び
に
霧
島

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か
ら「
人
権
の
花
運

動
」の
推
進
校
と
し
て
、指
定
を
受
け
た
幸
田

小
学
校
で
12
月
８
日
に
そ
の
運
動
の
閉
会
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
、昭
和
60
年
か
ら
主
に

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
運
動
で
、児
童

が
協
力
し
あ
っ
て
人
権
の
花「
ひ
ま
わ
り
」を

育
て
、生
命
の
尊
さ
を
実
感
す
る
中
で
、や
さ

し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、人
権
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
ろ
う
と
展
開
さ
れ
て
い

る
運
動
で
す
。開
会
式
で「
多
く
の
花
を
育

て
、地
域
の
人
た
ち
に
花
や
種
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
こ
と
で
、幸
田
全
体
に
や
さ
し
い
気

持
ち
を
広
げ
よ
う
！
」と
決
意
し
ま
し
た
。そ

し
て
子
ど
も
た
ち
は
、「
し
ら
ん
ぷ
り　

さ
み

し
く
な
る
か
ら　

ボ
ク
し
な
い
」を
標
語
に

掲
げ
、運
動
期
間
中
み
ん
な
で
協
力
し
て
ひ

ま
わ
り
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、こ
の
運
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と
に
対
し

て
、霧
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
か
ら
は
、採
れ
た
ひ
ま
わ
り
の

種
が
町
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
対

し
、町
長
は「
次
の
学
校
へ
は
も
ち
ろ
ん
、地

域
で
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、児
童
た
ち
は
、人
権

の
基
本
と
な
る『
や
さ
し
い
心
』、『
思
い
や
り

の
心
』を
し
っ
か
り
と
体
得
し
ま
し
た
。

人  権
ひろば

Vol.1

「
ぼ
く
の
兄
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
湧
水
町
立
栗
野
小
学
校

　
　
　
　
　
三
年
　
立
野
　
駿
介

﹁
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
が
ん
ば
れ
て
ね
。﹂

こ
れ
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
ぼ
く
の
い

る
栗
野
小
に
交
流
学
習
で
来
た
と
き
に

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
短
ざ
く
を
見
た
と
き
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
と
は
、
ぼ
く
が
入
っ

て
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
チ
ー

ム
名
で
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
い
な
い
の
で
い
つ
も
練

習
や
試
合
を
見
に
来
て
、
小
さ
い
声
で
、

﹁
が
ん
ば
っ
て
ね
。﹂

と
お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
り
、
だ
き

つ
い
て
来
た
り
し
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん

が
お
う
え
ん
し
て
く
れ
る
の
で
、
練
習

や
試
合
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
小
学
五
年

生
だ
け
ど
、
栗
野
小
学
校
で
は
な
く
、

家
か
ら
バ
ス
で
一
時
間
以
上
か
か
る
出

水
よ
う
ご
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

一
学
期
に
一
回
、
栗
野
小
学
校
に
来

て
い
っ
し
ょ
に
き
ゅ
う
食
を
食
べ
た
り

べ
ん
き
ょ
う
し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
日
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
う
れ
し

い
一
日
に
な
り
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
べ
ん
き
ょ
う
が
少

し
に
が
手
で
文
章
が
上
手
に
書
け
ま
せ

ん
。
今
の
算
数
の
宿
題
は
、
た
し
算
を

し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
が
一
年
生
の
と
き

に
習
っ
た
と
こ
ろ
を
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
宿
題
を
教
え
て

あ
げ
る
と
お
兄
ち
ゃ
ん
は
よ
ろ
こ
ん
で

く
れ
ま
す
。
ぼ
く
も
お
兄
ち
ゃ
ん
よ
り

え
ら
く
な
っ
た
と
思
え
る
か
ら
教
え
る

の
が
す
き
で
す
。

す
ぐ
に
何
で
も
ふ
く
ろ
に
入
れ
て
し

ま
う
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
や
お
も

ち
ゃ
を
よ
く
な
く
し
ま
す
。　
　
　
　

ぼ
く
が
聞
い
て
あ
げ
て
も
答
え
な
い

と
き
は
、
け
ん
か
に
な
り
ま
す
。
お
兄

ち
ゃ
ん
は
、
す
ぐ
に
な
い
て
お
母
さ
ん

に
い
い
つ
け
る
の
で
は
ら
が
立
ち
ま
す
。

そ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
さ
す

が
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
な
あ
、
と
思
う
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
家
族
の
お

手
伝
い
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
皿
を

あ
ら
っ
た
り
、
お
父
さ
ん
の
か
た
も
み

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
お
兄

ち
ゃ
ん
を
見
て
ぼ
く
は
、﹁
し
ょ
う
が
い

が
あ
っ
て
も
、
何
で
も
が
ん
ば
る
か
ら

す
ご
い
な
あ
。﹂
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
お
母
さ
ん
に
ど
う
し
て
お

兄
ち
ゃ
ん
は
、
栗
野
小
学
校
に
行
か
な

い
の
か
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、

﹁
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
ゆ
っ
く
り
さ
ん
だ

か
ら
よ
。﹂

と
。
ぼ
く
よ
り
お
べ
ん
き
ょ
う
が
ゆ
っ

く
り
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
っ
し
ょ
の
学
校

だ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
と
き
も
あ
り

ま
す
。
こ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
す
き

で
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
、
九
州
大

会
で
三
位
に
な
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
お
う
え
ん
し
て
く
れ
る
お
兄
ち
ゃ
ん

の
た
め
に
も
、
一
生
け
ん
め
い
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
、
ぼ
く
の
お
兄
ち
ゃ
ん

で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね
。
お
兄

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
が
ん
ば
る
ね
。

第
21
回
鹿
児
島
県
小
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
　

中
学
年
の
部
　
奨
励
賞
作
品
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町の行政組織機構の改革を実施

平
成
29
年
第
４
回
湧
水
町
議
会
定
例
会
報
告

　

11
月
30
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
平
成
29
年
第
４
回

湧
水
町
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
条
例
改
正
５
件
、
予
算
案
７
件
、
そ
の
他
議
案
３
件
が

上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
〕

◇
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
湧
水
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
、
４
事
業
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〔
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
指
定
管
理
者
の
指

定
〕

◇
湧
水
町
衛
生
処
理
場
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社
三

州
衛
生
公
社
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
湧
水
町
下
川
西
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

下
川
西
地
区
公
民
館　

館
長　

永
野
龍
郎
氏
を
指
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

〔
条
例
改
正
等
内
容
〕

◇
湧
水
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

︿
現
在
の
都
市
計
画
課
、
地
域
総
務
課
の
吉
松
駅
周
辺
開
発

室
及
び
農
林
土
木
課
の
業
務
等
を
行
う
﹁
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
﹂
の
新
設
及
び
、
現
在
の
地
域
総
務
課
と
住
民
福
祉

課
を
統
合
し
新
た
に
地
域
総
務
課
と
す
る
内
容
の
条
例
改

正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
組
織
再
編
に
伴
う
新
し
い

課
は
、
30
年
４
月
か
ら
設
置
さ
れ
ま
す
。
﹀

◇
湧
水
町
立
学
校
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

　

︿
園
児
数
の
減
少
に
伴
い
、
集
団
活
動
に
よ
る
幼
児
の
教
育

効
果
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し
、

栗
野
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
条
例
改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
﹀

◇
湧
水
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
湧
水
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

︿
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
町
長
等
及
び
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
月
数
を
、
国
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
﹀

◇
湧
水
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

︿
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職
員
の
月
例
給
及
び
勤
勉
手
当
の

支
給
月
数
を
、
国
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
﹀

〔
補
正
予
算
〕

◇
一
般
会
計
（
補
正
８
号
）

　

平
成
29
年
度
の
総
額
に
１
億
５
０
６
４
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
70
億
４
５
７
２
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
（
補
正
９
号
）

　

平
成
29
年
度
の
総
額
に
３
７
６
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
70
億
８
３
３
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
（
補
正
３
号
）

　

平
成
29
年
度
の
総
額
に
３
４
９
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
17
億
９
２
８
３
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
補
正
３
号
）

　

平
成
29
年
度
の
総
額
に
３
４
６
７
万
７
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
14
億
４
４
５
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
（
補
正
２
号
）

　

平
成
29
年
度
の
総
額
に
８
３
２
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
を
１
億
５
２
０
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
水
道
管
移
設
補
償
費
等
を
増
額

し
ま
し
た
。

◇
水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
、
職
員
給
与
費
等
を
増
額
し
ま
し
た
。

本町では，地方自治の本旨である住民福祉の向上を図るため，時代の流れに即応できる組織を構築し，住民サー
ビスを向上させることを目的に組織再編を年次的に実施していきます。平成３０年４月には，現在の組織（課）を
次のように再編します。

【まちづくり推進課の設置】
本町の重要政策の一つである都市計画課の「下場土地区画整理事業」及び地域総務課の「吉松駅周辺開発業務」
を主体的に推進する課として，「まちづくり推進課」を設置します。
また，これまで「農林土木課」で行っていた業務を担うことで，吉松地域の農林・土木行政の充実を図ります。

【地域総務課の再編】
現在の「地域総務課」と「住民福祉課」を統合し，新たに「地域総務課」として，住民窓口の一元化をすること
で行政サービスの向上を図り，福祉業務等の充実・強化を図ります。

　【　現　在　】　　　　　　　　　　　【平成３０年４月】

・都市計画課
・農林土木課
・吉松駅周辺開発室
（地域総務課内）

・地域総務課
・住民福祉課

・まちづくり推進課

・地域総務課

【　再　編　】
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短
　
　
歌

母
が
逝
く
愛
し
た
花
は
秋
に
終
え
せ
め
て
手
向
け
よ
う
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
を　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
十
三
階
に
住
む
友
は
家
具
の
壊
れ
る
恐
怖
を
語
る　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

石
蕗
の
花
立
冬
の
霜
に
粧
は
れ
て
い
よ
よ
冴
え
ゆ
く
庭
の
片
す
み　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

木
の
末う

れ

に
残
し
お
き
た
る
木こ
も
り守
柿
鳥
に
突
か
れ
何
時
落
ち
る
や
ら　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

「
お
め
で
と
う
五
十
年
間
き
ば
っ
た
ね
」
息
子
の
電
話
に
胸
熱
く
な
る　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

小
春
日
の
真
昼
間
「
プ
シ
ュ
ッ
」
と
サ
イ
ダ
ー
を
グ
ラ
ス
に
あ
け
て
喉
越
し
は
夏　
　

﨑
田　

ユ
ミ

昼
寝
す
る
友
の
鼾

い
び
き
を
気
使
い
て
起
こ
さ
ぬ
や
う
に
咳
を
堪こ
ら

へ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

贅
沢
は
カ
ラ
メ
ル
色
の
家
族
湯
を
一
人
貸
切
る　

二
百
円
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

母
親
が
子
ど
も
の
尻
を
た
た
く
け
ど
心
の
中
は
親
さ
あ
の
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

三
ヶ
月
の
静
か
に
照
す
池
を
み
て
叔
母
の
通
夜
に
一
人
行
き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

さ
り
げ
な
く
別
れ
告
げ
し
か
笑
顔
に
て
応
へ
な
き
家
に
木
犀
薫
る　
　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

寒
気
に
は
地
面
に
双
っ
て
霧
上あ

が

り
も
や
も
や
の
中
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
る　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

紅
葉
散
り
果
て
木
枯
ら
し
に
南
天
逆
ら
う
如
く
燃
え
て
揺
れ
お
り　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

　
川
　
　
柳

平
成
を
惜
し
み
家
族
で
三
箇が

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

苦
楽
積
み
人
間
ド
ラ
マ
廻
り
独コ

マ楽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

新
春
の
願
い
親
子
で
水
い
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

庭
小
菊
蜂
移
り
気
パ
レ
ッ
ト
カ
ラ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

河
底
に
五
色
の
落
葉
嵩
な
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

根
深
葱
生
足
の
ご
と
あ
ら
は
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

耄ど

も碌
あ
せ
ん
予つ
も
い定
の
筈は
っ

が
五ご

て体
が
駄ぼ

っ目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

（
唱
）
口く

ち
ゃ
ま
だ
叶か

の
で　

で
使つ

こ
や
ん

今こ
と
っ年
ど
ま
大
河
で
歴れ

き史
し
ょ
皆な
る

っ
み
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

（
唱
）
西せ

ご郷
ど
ん
家げ
え

ん
犬い
ん

の
名
か
あ
じ
ゃ

怠ふ

ゆ惰
を
せ
じ
蒔め

た
種
ん
数ひ

こ程　

芽
が
生お

え
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

（
唱
）
我わ

が
撒め

た
善タ

ネ悪
も
吾わ

が
で
刈か

い
取と

っ

・
こ
の
﹁
ゆ
う
す
い
文
芸
﹂
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
15
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【申し込み・問合せ先】霧島アートの森　TEL74－5945

第198回「カルトナージュをしよう」
厚紙と布や紙を使って箱などを作るフラ
ンスの伝統工芸です。
ここでは，基本的な小箱の制作をします。

日　時／平成30年１月27日（土）
　　　　午後１時30分～午後３時30分
講　師／美坂　康太郎（鹿児島市立鹿児島女子高等学校）

　　春のコレクション展
　　　　■  2月27日（火）～ 4月15日（日）
　　大寺聡個展 Ohtematic2018
　　　　■  2月27日（火）～ 4月15日（日）
　大寺さんは，「鹿児島マラソンのポスター」など地域に馴染
みの深いポスターやTVCMを手がけ，フリーのイラストレー
ターとして媒体を問わず幅広く活躍しています。

◀ 「都市ー建築家・辻
琢磨氏との共同作品」

（2017）

　電話による事前の申し込みのほか，当日の申し込みもできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。
定　員／ 20名（年齢制限なく，どなたでも気軽に参加できます。）

発見楽しみ工房200円

冬の展覧会

ア
ゴ

次回の展覧会

開園時間　午前 9 時～午後 5時（入園は午後 4 時 30 分まで）
観 覧 料　一般／310（240）円，高大生／200（160）円，
　　　　　小中生／150（120）円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20人以上の団体料金

　冬のコレクション展
　　　　　　　　　　　　　　■  開催中～ 2月18日（日）

　篠崎理一郎展 インサイドダイバー
■  1月17日（水）～ 2月18日（日）

　本展では，新作や近年のドローイング（線描画）
を展示し，篠崎本人による公開制作も予定してい
ます。
　「篠崎の線」が生み出される瞬間を，どうぞ会場
にて体感してください。
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明けましておめでとうございます！
今回は，アメリカ各地の「新年の習慣」を紹介したいと思います。　

アメリカでも，各地でカウントダウンパーティーが開かれ，花火を見
たり新年をみんなと一緒に迎えるということは一般的な過ごし方です。　　

しかし，日本のように初詣という習慣はなく教会やお寺へ行く人は
ほとんどいません。

一方，北東アメリカでは珍しい習慣があります。それは，大晦日に
鍋やフライパンなどを集めて，午前０時になったらシンバルのように
それらを両手で叩きます。大きな音を出すことで，去年の悩みや不幸
を追い払うと言われています。

南の州では大
サ サ ゲ

角豆を食べる習慣があります。昔，アフリカには新年の初めに簡単な食べ物を食べ
ると幸運を招くと言われていました。

また，南アメリカ系やカリビアン系の人は，新年にカラフルな下着を履くという習慣があります。
赤は「恋」，黄色は「お金」，白は「平和」，緑は「健康」，青は「安定」とそれぞれの色に意味があり，

「新年への願い」を表現するというわけです。
西欧系の人も特別な迎え方があります。午前０時になって時計が 12 回鳴る間に，12 個の葡萄を

食べます。12 個全部食べきると，今年も良い一年になると言われています。
私は日本の新年の習慣について，もっと知りたいと思っています。
皆さんも今年一年，素敵な年でありますように！今年もどうぞよろしくお願いします。

＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

新年の抱負について
明けましておめでとうございます。
今回は，新年の抱負についてお話したいと思います。
大学生の頃，毎年一月はキャンパスのフィットネスセンターがすごく混んでいました。私の大学
だけではなく，一月になると米国中でフィットネスセンターの会員数が増加します。なぜならば，
新年の目標を立てて，人生を変えようとする習慣があるからです。毎年，新年の抱負ランキングに
は「健康のために運動する」や「ダイエットをする」などが上位を占めます。あとは，「整理整頓を
する」「お金を節約する」などです。日本もほぼ同じですが「仕事を頑張る」と答える人も多いそう
です。日本もアメリカも，目標の達成率は８％を超えません。それは，目標が大まかで曖昧である
ため，失敗しやすいからだと思います。すぐに大きな変化が現れるのは難しいので，具体的な目標
を設定して，長い目で目標に向かって進んだほうがいいのではないでしょうか。例えば「ダイエッ
トする」だけではなく，自分で出来そうな計画を立てて，少しずつ常食を変えていくと健康的な生
活が維持できます。小さな目標を決め成功したらもっとやる気が出ます。その他，達成率が低い原
因として，「成功したらもう頑張らなくていい」という考え方が挙げられます。ライフスタイルの変
化は維持しないといけないものです。ダイエットして痩せても，前の食生活に戻ったら目標を立て
た意味がなくなります。
私は，今年の目標としてスペイン語と手話を勉強したいと思っています。しかし，具体的な計画
を立てないと諦めてしまうかもしれません。毎日必死に勉強することではなく，今の生活に勉強す
る時間を少しずつ組み込めばいいと思います。今年もよろしくお願いします。

明けましておめでとうございます！

T homa s ’  T r a v
e l  D i a r y

トマスの湧水記 新年の習慣について
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　開館時間：午前１０時～午後６時
　休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　　
　問合せ先：くりの図書館　TEL ７４－１８２１

くりの図書館に行こう！

　毎日の暮らしのなかで「ちょっと困ったな」，「知り
たいな」，「自分で調べてみたけど，よく分からない」
と思ったときは，ぜひ図書館の職員へ声をかけてください。　
　みなさんの調べものをお手伝いします。
　みなさんが暮らしのなかで抱える疑問・課題を解決できる
よう，図書館では様々な資料を揃え，調べもの相談を通して，
資料や情報の提供を行います。ご自身で調べたい方は，図書
館の資料を自由に活用してください。
（資料を借りる場合は，利用登録が必要です。）
～湧水町くりの図書館は、「町民の暮らしに

役立つ図書館」を目指しています～

あなたの？を！に
もらった野菜を使って料理をしたい。
人気の料理研究家のレシピ本ある？

こどもが病院で「○○（病名）」と言われた。
自分でも、どんな病気か調べてみたい。

結婚式でスピーチをすることになった。
参考になるような本貸してもらえる？

終活のことを考えるようになってきた。相続
や遺言のことについて書かれた本ある？

？
？

？
？

　

12
月
17
日
（
日
）、
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
く
り
の
み
」
等
の

ご
協
力
に
よ
り
、お
は
な
し
の
森（
ク

リ
ス
マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
あ
っ
た
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
、
町
内
外
か
ら
20
人
の

方
々
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

寒
い
朝
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
に
は
、
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。

　ご寄付をいただきました！
平成30年新成人の皆様

並びに
県立伊佐農林高等学校同窓会
湧水町役場支部の皆様
からご寄付をいただきました。

図書館の本や絵本等の購入のために
大切に使わせていただきます。

ありがとうございました！

窓口延長（試行期間）を
終了しました

　図書館の利用状況を調査するため，窓口延
長を昨年１０月から１２月まで行いました。　　　　
　多くの皆さまにご利用いただき，アンケー
ト調査の記入をいただきました。
　収集したデータをもとに今後の開館時間等
について，検討を行ってまいります。
　なお，現在の開館時間は，休館日を除いて，
午前１０時から午後６時までとなりますので，
来館の際はお間違いのないようお願いします。

おはなしの森を開催しました
クリスマスバージョン
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有害鳥獣駆除事業
　鳥獣による生活環境，農林業又は生態系に係る被害が実際に生じた際やその恐れがある場合に，その
防止及び軽減を図るために行うのが「有害鳥獣駆除」であり，イノシシ・シカ・タヌキ・アナグマ等が
「有害鳥獣」になります。湧水町では，湧水町栗野猟友会と湧水町吉松猟友会に協力を要請しており，
近年ではイノシシ・シカの被害は減少傾向にあります。
　駆除する鳥獣は年間を通じて指定していますので，鳥獣の被害があった場合は，役場若しくは知り合
いの猟友会員へ連絡していただければ駆除活動を行います。しかしながら野生動物ですので，必ず捕
獲・駆除できるわけではありませんので，ご理解くださるようお願いします。
　なお，サルについては「狩猟鳥獣」に指定されていませんが，「有害鳥獣」に指定し駆除することが
できることになっています。また，イノシシ・サル等の有害鳥獣が人家付近に出没した場合，人に危害
を加える恐れもありますので，関係機関と連携し対応しています。
　もし人家や人の集まる場所等でイノシシ・サル等をみかけた場合は
速やかに役場まで連絡をくださるようお願いします。
（注意点）
狩猟免許を有していない者が自己
所有地であっても許可なくわな等
を設置することは法律で禁止され
ています。

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て

農
業
経
営
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
農
業
者
ご
と
の
収
入
減
少
を
補
填
す
る

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
が
平
成
31
年
産
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

具
体
的
な
仕
組
み

①
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

※
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る

方
が
基
本
で
す
が
、
特
例
と
し
て
制
度

加
入
時
に
１
年
分
の
実
績
が
あ
れ
ば
加

入
で
き
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
補
償
限
度
額
は
申
告
実

績
が
５
年
に
な
る
ま
で
徐
々
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

②
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下

回
っ
た
場
合
に
、下
回
っ
た
額
の
９
割

（
支
払
率
）を
補
填
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
償
限
度
額
及
び
支
払
率
は

選
択
で
き
ま
す
。

③
農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立
金
（
任
意

加
入
）
を
支
払
っ
て
加
入
し
ま
す
。

④
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
価
格
低
下
な

ど
に
よ
る
収
入
減
少
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

⑤
品
目
の
限
定
は
、
基
本
的
に
あ
り
ま
せ

ん
。

　

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
て
い
る
農
産

物
の
販
売
収
入
全
体
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

⑥
保
険
料
・
積
立
金
に
国
の
助
成
が
あ
り

ま
す
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
50
％
、
積
立
金
に

つ
い
て
は
75
％
の
国
庫
補
助
を
行
い
ま

す
。

加
入
申
請
に
つ
い
て

平
成
30
年
10
月
か
ら
加
入
申
請
が
で
き

ま
す
。

（
す
で
に
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る

方
）

保
険
料
・
積
立
金
の
金
額

（
例
）
基
準
収
入
１
千
万
円
の
農
業
者

が
補
償
限
度
９
割
、
支
払
率
９
割
を
選

択
し
た
場
合

　

保
険
料
は
７
・
２
万
円
・
積
立
金

は
、
22
・
５
万
円
で
合
計
29
・
７
万
円

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
で
最
大
８
１
０
万
円
を
補

填
し
ま
す
。
（
現
在
で
の
保
険
料
率
試

算
２
・
０
％
で
す
。
）

問
合
せ
先

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
部
収
入
保
険
準
備
室

　
☎
５
９

－

３
２
１
１

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
部
溝
辺
支
所

　
☎
５
９

－

３
０
０
３
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湧水町の防衛事業実績

湧水町自衛隊協力会会員募集について 平成29年度陸海空自衛官候補生募集

申込み先　吉松庁舎　地域総務課
　　　　　　　　　TEL 75-2111

問合せ先　自衛隊鹿児島地方協力本部
　　　　　　　 TEL 45-1836

湧水町は , 防衛施設周辺自治体として霧島演習場
があることや，訓練などにより生じる騒音等の障害
について国（防衛省等）より交付金が交付されてお
り，障害の防止や障害を軽減するための事業に対し
ても，補助金が交付されています。
本町では，交付された補助金で道路改良事業や排
水機場の整備，消防自動車の購入など町の生活基盤
の整備等を行っています。

・募集の趣旨
湧水町自衛隊協力会は，国の防衛に関する認識
を深め，自衛隊と連絡を密にして隊員の激励援助
にあたり，自衛隊の健全なる発展に協力し，地域
社会の民生安定に寄与することを目的としていま
す。
今後も更なる組織拡大を図り自衛隊への協力体
制を整えて参りますので，賛同してくださる方を
募集いたします。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
・加入資格
　町内の方ならどなたでも加入できます。
　年会費 500円が必要です。

・受付期間
平成30年1月22日(月)～平成30年2月9日(金)
・試験日
平成 30年 2月 24日 ( 土 )
・試験会場
陸上自衛隊　国分駐屯地
・合格発表予定日　
平成 30年 3月 2日 ( 金 )
・応募資格
 平成 30年 4月 1日現在，18歳以上 27歳未満の男子

・防衛事業費内訳
昭和 48年度から
平成 28年度 平成 28年度

事
業
費

35 億 8,968 万 3千円 2,991 万円

補
助
金

29 億 3,579 万 4千円 2,860 万 6千円

平成27年度に購入した水槽付消防ポンプ自動車

平成28年度交付分で整備した麓原口線道路改良

リックン カイクン コウクン

自衛隊鹿児島地方協力本部　イメージキャラクター
隣接する自衛隊基地の視察研修もあります！
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税務課からのお知らせ
確定申告センターの開設について

問合せ先 　加治木税務署　代表電話　62-2161

　確定申告センターを次のとおり開設します。

○期間中は税務署内での申告相談は受け付けておりませんので，
　確定申告センターをご利用ください。
( 注 ) 1　受付時間は，午前9時から午後4時までです。
      2　2月 15日以前に申告相談のため加治木税務署へお越しの場合，申告会場準備のため職員が少

人数の体制となっておりますので，長時間お待ちいただくことが予想されます。
      3　確定申告期限（3月15日）間際になりますと，会場は混雑し長時間お待ちいただくことにな

ります。相談の必要な方は，早い時期に会場にお越しいただくことをお勧めいたします。

【確定申告書の控に受付印が必要な方へ !!】
　確定申告書の控に受付印が必要な方は，申告書と同時に控を提出していただく必要があります。後日，
申告書控に受付印を押印することはできません。
　なお，郵送にて申告書を提出される方は，申告書と申告控及び返信用封筒（切手貼付）を同封してく
ださい。

【確定申告書等にはマイナンバー（個人番号）の記載が必要です】
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い，平成２８年分の確定申告書等からマイナ
ンバー（個人番号）の記載が必要となりました。
　なお，マイナンバー（個人番号）を記載した確定申告書等を税務署へ提出する際には，申告される本
人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

【医療費控除を受ける際は「医療費控除の明細書」の添付が必要です】
　平成２９年分の確定申告から，医療費控除を受ける際は，領収書の添付又は提示が不要となり，代わ
りに「医療費控除の明細書」の作成・添付が必要となります。
　医療費等の領収書（医療費通知に係るものを除く）について後日，提出又は提示を求められる場合が
ありますので，確定申告期限等から５年間，ご自宅等で保管してください。

相談会場 日　　　程

加音ホール（姶良市） 平成 30 年 2 月 16 日（金）～ 3 月 15 日（木）
ただし，土曜日，日曜日を除く
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問合せ先
　栗野庁舎　保健衛生課　TEL：74－3111（内線2123）
　栗野保健センター　　　TEL：74－3120

国
保
だ
よ
り

　特定健康診査を受診されていない方で，現在生活習慣病等で治療中の方は県内の医療機
関に「特定健康診査情報提供票」の提出をお願いします。
　なお，「人間ドック」「職場健診」を受けられた方は，健診結果を栗野庁舎保健衛生課・
吉松庁舎住民福祉課・栗野保健センターまでお持ちください。（コピーを郵送でも構いま
せん）
　（※対象者には12月中に郵送でお知らせしてあります）

予防対策に取り組みましょう。
１） 流行前のワクチン接種
＊インフルエンザワクチンは，感染後に発症する可能性を低減させる効果と発症した場合の重症化
予防に有効といわれています。

２） 咳エチケット（マスク着用）
＊咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さえ，他の人から顔をそむけます。
＊鼻水・痰などを含んだティッシュはすぐに蓋付きのゴミ箱などに捨てます。
＊咳・くしゃみをしている人はマスクを着用します。
＊マスクの使用は説明書をよく読み，正しく着用してください。鼻と口を覆い，顔とマスクに隙間
がないようにします。

３） 外出後の手洗い
＊手指や体に付いたインフルエンザウイル
スを除去するには流水・石けんでしっか
り手を洗うことが大事です。手を洗う前
に，時計や指輪ははずします。爪も短く
切ります。

＊石けんで洗い終わったら，十分に水で流
し，清潔なタオルやペーパータオルでよ
く拭き取りましょう。

４） 適度な湿度の保持
＊空気が乾燥すると，気道粘膜の防御機能
が低下し，感染症にかかりやすくなるようです。適度な湿度５０～６０％を保てるよう，加湿器
を使ったり，洗濯物を室内に干すなどしてもいいです。

５） 十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
＊体の抵抗力を高めるために，十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を日ごろからこころがける
といいです。

６） 流行時期は人混みや繁華街を避ける
＊外出の際はマスクを着用し，人混みなどをできるだけ避けるようにしましょう。

みんなで予防！インフルエンザ

しっかり手洗い・きちんとマスク（咳エチケット）

特定健康診査情報提供のお願い
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国民年金からのお知らせ

国民年金は，年をとったとき，病気や事故で障害が残ったとき，家族の働き手が亡くなった

ときに，働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。

２０歳になったら，忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります

国民年金は２０歳以上６０歳未満の方が加入し，保険料を納める制度です。
国が責任をもって運営するため，安定していますし，年金の給付は生涯にわたって保
障されます。

◎老後のためだけのものではありません
国民年金には，年をとったときの老齢年金のほか，障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は，病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また，遺族年金は加入
者が死亡した場合，その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶
者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」

学生の方は一般的に所得が少ないため，ご本人の所得が一定額以下の場合，国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。
対象となる学生は，学校教育法に規定する大学，大学院，短期大学，高等学校，高等
専門学校，専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程），一部の海外大学
の日本分校に在学する方です。

★「納付猶予制度」
学生でない５０歳未満の方で，ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年
金保険料の納付が猶予される制度です。
※平成２８年６月以前の期間は，３０歳未満であった期間が対象となります。

～新成人のみなさんへ～　２０歳になったら国民年金

問合せ先
　栗野庁舎　住　民　課　　　TEL：74-3111（内線2154）
　吉松庁舎　住民福祉課　　　TEL：75-2111（内線3119）
　加治木年金事務所　　　      TEL：62-3511
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南
の
島
で
国
際
交
流

第
42
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

与
論
島
参
加
者
募
集

　

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
与

論
島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い

自
然
の
中
で
、
全
国
か
ら
参
加

す
る
仲
間
と
民
宿
で
の
宿
泊
や
、

様
々
な
野
外
活
動
（
海
水
浴
、
さ

と
う
き
び
刈
り
等
）
を
通
し
て
友

達
作
り
の
大
切
さ
を
知
り
、
お
互

い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的

に
行
動
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間

平
成
30
年
3
月
26
日
（
月
）
～
４

月
１
日
（
日
）
の
６
泊
７
日
間

※
沖
縄
・
奄
美
諸
島
（
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
）
か
ら

参
加
の
方
は
、
平
成
30
年
３
月

27
日
（
火
）
～
３
月
31
日
（
土
）

▼
開
催
場
所

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

▼
定
員

日
本
人
小
学
生
２
０
０
名

在
日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
名

（
小
学
２
年
生
～
６
年
生
）

日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
（
30
名
）

　

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
（
20
名
）

▼
募
集
締
切

　

平
成
30
年
３
月
５
日
（
月
）

▼
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１

－

０
０
３
１

　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

　
７

－

15

－

４
第
３
花
田
ビ
ル
４
階

　
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７
２
１

熊
本
国
税
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意
！

 

税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
及
び
税
務

相
談
の
税
理
士
業
務
を
行
う
こ
と

（
い
わ
ゆ
る﹁
に
せ
税
理
士
﹂行
為
）

は
、
税
理
士
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
の

税
務
書
類
の
作
成
や
税
務
相
談
を

依
頼
す
る
場
合
は
、
税
理
士
で
あ

る
こ
と
（﹁
税
理
士
証
票
﹂
を
携

行
し
、﹁
税
理
士
会
員
章
（
バ
ッ

ジ
）﹂
を
着
け
て
い
ま
す
。）
を
ご

確
認
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
﹁
に
せ
税
理
士
﹂
へ
相
談
す
る

こ
と
は
、
あ
な
た
自
身
が
不
測
の

損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

加
治
木
税
務
署

　

☎
６
２

－

２
１
６
１

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
が
便
利

申
告
・
納
税
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

　
﹁
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（
ｅ

－Ｔａｘ
）﹂
で
は
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事

務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
国
税
に
関
す

る
各
種
手
続
（
①
所
得
税
（
及

び
復
興
特
別
所
得
税
）、
法
人

税
・
地
方
法
人
税
（
及
び
復
興

特
別
法
人
税
）、
贈
与
税
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
、酒
税
、

印
紙
税
の
申
告
、
②
す
べ
て
の

国
税
の
納
税
、
③
納
税
証
明
書

の
交
付
請
求
及
び
法
定
調
書
の

提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
等
）

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
署
名
を
必
要
と

し
な
い
一
部
の
手
続
等
（
納

税
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の

確
認
、
利
用
者
情
報
の
登
録
・

確
認
・
変
更
等
）
に
つ
い
て

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
ｅ

－Ｔａｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

又
は

ｅ

－Ｔａｘ
で
検
索
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

加
治
木
税
務
署

　

☎
６
２

－

２
１
６
１

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

空港バス（県際特急バス）
水俣⇔伊佐⇔湧水⇔鹿児島空港
空港バスは，水俣市・伊佐市・湧水町の地
域と鹿児島空港を結ぶ交通手段として，地域
住民や旅行者にとって重要な路線です。
この路線は年々利用者が減少しているため，
このままでは路線の維持が難しくなってしま
います。大切なバス路線を守っていくために
も，皆さんの利用をよろしくお願いします。
時刻表は，各庁舎窓口で配布しているほか，
南国交通㈱のホームページで時刻表・運賃等
が確認できます。
南国交通㈱ホームページ
https://nangoku-kotsu.com
（問合せ先）
南国交通株式会社　TEL５８-２３４１
                           TEL２２-１４３５
栗野庁舎　企画課　企画係
                           TEL７４-３１１１（内線2262）

（栗野・水俣間　約87分）
（栗野・大口間　約30分）
（栗野・空港間　約30分）

鹿児島市内・空港間
最短約３８分

○飛行機
鹿児島→東京
（約１時間５５分）

【新水俣駅】○九州新幹線
新水俣→新大阪（約３時間４９分）
新水俣→博多（約１時間３分）

水俣市

伊佐市

湧水町

鹿児島空港

公共交通を使って
出かけませんか？

水俣市：湯の児温泉

水俣市：エコパーク水俣バラ園

伊佐市：忠元公園

伊佐市：菱刈パークゴルフ場・湯之尾温泉

を利用しましょう！
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1/17 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 2/1 木

1/18 木 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30 ～ 15：00） 2/2 金

資源ごみ収集日（川西地区）
　　心も体も元気教室　一生元気コース

(13：30 ～ 15：00)

1/19 金 2/3 土

1/20 土 資源ごみ収集日（川西地区） 2/4 日

1/21 日 2/5 月
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース（9：30
～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日

1/22 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日 2/6 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

1/23 火 資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区） 2/7 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

1/24 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 2/8 木 　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00）

1/25 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　休館日（館内整理日）

2/9 金 　　元気湧くわく教室（9：00 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（川東地区）

1/26 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

(13：30 ～ 15：00)
　　元気湧くわく教室（9：00 ～ 11：00）

2/10 土

1/27 土 資源ごみ収集日（川東地区） 2/11 日 　　休館日

1/28 日 2/12 月 　　休館日

1/29 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日 2/13 火

　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。）

1/30 火 　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30 ～ 15：00）2/14 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

1/31 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 2/15 木 　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30 ～ 15：00）

吉中公

催し物
コーナー

フレンズ展　　      　（1月11日～ 1月31日）
公民館学級活動作品展（2月3日～ 2月27日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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2 月 4日（日）
　林内科医院　　　　　　 75-2047
　ピアノ薬局　 　　　　　75-4526
2 月 11日（日）
　伊東内科クリニック　　 72-9088
　タイガー薬局      　　　 64-6700

2 月 12日（月）
　田代医院　　　　　　 74-2075
　アクア薬局      　　　 74-1078
2 月 18日（日）
　春田医院　　　　　　 76-0053
2 月 25日（日）
　大庭医院 　　  　　　 76-1984
　寺脇薬局　　　　　　 76-2008

日曜・祝日在宅医（薬局）（2月）

12
月
1
日
（
金
）

・
ひ
と
り
金
婚
者
の
集
い

・
プ
ロ
野
球
コ
ー
チ
西
村
徳
文
氏
歓
迎
会

12
月
2
日
（
土
）

・
鹿
屋
航
空
基
地
開
隊
記
念
行
事

12
月
3
日
（
日
）

・
湧
水
カ
ッ
プ
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

12
月
4
日
（
月
）

・
町
有
林
ケ
ヤ
キ
贈
呈
式
及
び
伐
採
式
　

・
舞
台
芸
能
祭
及
び
文
化
祭
反
省
会

12
月
5
日
（
火
）

・
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
国
分

援
護
セ
ン
タ
ー
長
来
庁

12
月
6
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議
　
　
　
　

・
栗
野
土
地
改
良
区
水
神
祭
　
　
　

12
月
7
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議
　
　
　
　 

　

12
月
8
日
（
金
）

・
人
権
の
花
運
動
閉
会
式
　 

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

・
町
酪
農
部
会
交
流
会
　
　

12
月
9
日
（
土
）

・
吉
松
駅
前
屋
台
村
　

12
月
10
日
（
日
）

・
湧
水
カ
ッ
プ
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

12
月
11
日
（
月
）

・
議
会
運
営
委
員
会
　
　
　 

・
霧
島
市
長
来
庁          

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

12
月
12
日
（
火
）

・
下
場
土
地
区
画
整
理
審
議
会

12
月
13
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議
　
　
　 

　
　
　

・
文
化
振
興
財
団
理
事
来
庁

12
月
14
日
（
木
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

・
フ
ッ
化
物
洗
口
説
明
会

・
経
済
連
肥
育
セ
ン
タ
ー
年
末
研
修
会

12
月
15
日
（
金
）

・
姶
良
伊
佐
地
区
介
護
保
険
組
合
臨
時

議
会
　
　

・
年
末
年
始
交
通
安
全
合
同
出
発
式

・
区
長
会
　
　
　
　

12
月
17
日
（
日
）

・
第
33
回
幸
田
旗
剣
道
大
会

12
月
18
日
（
月
）

・
県
産
業
立
地
課
長
来
庁
　
　 

12
月
19
日
（
火
）

・
県
立
隼
人
工
業
高
等
学
校
長
来
庁

・
鹿
児
島
気
象
台
長
表
敬
訪
問
　

・
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
交
流
会

12
月
21
日
（
木
）

・
建
設
技
術
協
会
関
係
者
来
庁

12
月
22
日
（
金
）

・
消
防
団
幹
部
会
　 

　
　
　

12
月
23
日
（
土
）

・
刑
務
所
視
察
委
員
会
大
島
拘
置
所
視
察

12
月
24
日
（
日
）

・
刑
務
所
視
察
委
員
会
大
島
拘
置
所
視
察

12
月
26
日
（
火
）

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
臨
時
会

・
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
定
例
会

・
大
口
地
方
卸
売
市
場
管
理
組
合
定
例
会

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
定
例
会

12
月
27
日
（
水
）

・
農
業
農
村
推
進
協
議
会

12
月
28
日
（
木
）

・
町
内
関
係
機
関
年
末
あ
い
さ
つ
廻
り

・
仕
事
納
め
式

12
月
29
日
（
金
）

・
消
防
年
末
夜
警
（
吉
松
地
域
）

12
月
30
日
（
土
）

・
消
防
年
末
夜
警
（
栗
野
地
域
）

町
長
動
静　
　
　
（
12
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

池い
け
だ田　

果か

ほ叶　
　

 

貴
弘　

 　　

松
本

田た
は
ら原　

陽ひ

び

と
比
人　

 

吉
比
人　
　

宮
前

神か
ん
だ田　

み
さ
き　

 
翔
太　

 　　

宮
前

橋は
し
ぐ
ち口　

玄は
る　
　
　

 
龍
也　

 　　

広
田

小お
じ
ま島　

妃ひ
ま
り莉 　
　

寛
司　

 　　

柿
木

清き
よ
ま
つ松　

悠は
る
と十　
　

 

千
博　
　
　

町
外

（
平
成
29
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
12
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

町
外
の
吉
原
豊
子
さ
ん
か
ら

（
中
原
ユ
キ
エ
さ
ん
死
去
）

堀
ノ
原
の
川
原
初
子
さ
ん
か
ら

（
武
夫
さ
ん
死
去
）

上
川
添
の
吉
岡
益
子
さ
ん
か
ら

（
良
美
さ
ん
死
去
）

永
山
の
宮
田
國
光
さ
ん
か
ら

（
時
則
さ
ん
死
去
）

東
下
場
の
中
原
和
見
さ
ん
か
ら

（
今
園
イ
ト
ミ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

野
本　

ケ
サ
オ　

 

94 

長
谷
上

御
所　

サ
ダ 

94 

小
屋
敷

佐
藤　

惠
美 

84 

真
中
馬
場

竹
内　
　

子 

90 

停
三

今
園　

イ
ト
ミ 

89 

竹
田
栗
野

森
山　

エ
ミ 

89 

竹
迫

野
本　

ト
ミ 

94 

桜
ヶ
岡

山
元　

博
仁 

64 

堤
郡

岩
田　

ノ
リ
子 

74 

支
区
外

宮
田　

時
則 

69 

支
区
外

本
戸　

フ
ヂ
エ 

95 

停
三

吉
岡　

良
美 

88 

上
川
添

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による

※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,647人（  ー 27人）

  男      4,508人（ ー 14人）

  女      5,139人（  ー 13人）

世帯数  4,874戸（  ー７戸）

　転入　　 21人
　転出　 33人
　出生　　   5人
　死亡　　 20人

平成29年12月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８−４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



二渡地区イルミネーション「星のさんぽ道」

平成 30 年消防出初式


